
 

福島市信夫地区では、毎年、「信夫地区『私の主張』発表会」を実施しています。今年

は、回を重ねて第２７回目を迎えました。発表会の主催は、福島市信夫学習センターと

信夫寿大学・信夫地区老人クラブ連合会です。毎年、信夫地区の住民から代表として選

ばれた方々が、さまざまなテーマを決めて、意見を発表しています。小学生と中学生も

それぞれ１名ずつ、意見を発表しています。以下は、今年の発表会の様子です。 
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第２７回信夫地区 

「私の主張」発表会 

第２７回「私の主張」発表会では、「私の主張」発

表として６人の方が発表しました。今回の６人のテ

ーマは、①「ボランティアをしてみよう」②「私の

人生・振り返り・今がある」③「旅＆Topics」④「小

島田の碑について」⑤「息子の事故死から思う事」

⑥「古里からの避難と帰還」と、さまざまでした。

どの意見の内容もこれまで歩んできた人生の重みと

深い味わいを感じさせるものでした。特に、「息子の

事故死から思う事」を発表した東海林清子（しょう

じきよこ）さんの発表は、御自身の息子さんを交通

事故で亡くされた経験から、命の大切さを訴える素

晴らしい内容で見事、審査委員長賞となりました。 

６人の発表の後、小・中学生代表の発表としてそ

れぞれ「私とピアノ」「少子高齢社会とロボットの実

用化について」と題して意見を発表しました。二人

とも素晴らしい内容の発表でした。 

意見を発表している様子 

審査委員長賞を受賞した東海林

清子さんの発表している様子 

多くの方が意見発表を聞きに 
来ました！ 

意見発表を終え、表彰された８人の方々。後ろに
立っているのは、審査員の方々です。 

「私の主張」発表会は、今年２７回目でした。今後も長い人生を歩んできた方々の重厚な

発表会として５０回、１００回と継続させてほしいと思います。 


